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2014年 5月から 2015年 2月に亘り，大学と 4つの高齢者施
設にて 60歳以上の高齢者 (平均年齢 77.2歳)の読み上げ文音声
の収録 (約 9.2 時間) と HDS-R(改訂 長谷川式簡易知能評価ス
ケール)の答案収集を行った．読み上げ文には ATR音素バラン
ス文を用いた．被験者は，男性 23人/女性 79人の計 102人で，
60代 17人，70代 44人，80代 32人，90代 9人である．
3 音声データの分析
HDS-Rの結果より，102人の被験者のうち，認知症傾向をも





















発話を十分に保つことができていない (表 1)．そこで，/ka/ と
発話した音声波形とスペクトログラムを認知症傾向別に確認し










特徴量 平均 SD 平均 SD t値
ピッチ SD(Hz) 22.48 5.59 28.23 8.60 t=2.98**
発話速度 (mora/s) 5.17 0.90 4.12 0.86 t=3.66**
無音 時間 (s) 0.24 0.08 0.38 0.14 t=448**
無音 挿入数 (%) 14.94 6.44 25.36 12.61 t=2.25*
/u/ F2 (Hz) 1632.4 99.1 1738.6 130.1 t=2.96**
/o/ F2 (Hz) 1517.6 185.1 1681.4 205.1 t=2.50**
/k/ 継続時間 (s) 0.27 0.23 0.17 0.03 t=3.20**
/ka/増加量 (dB) 22.9 7.82 15.9 7.98 t=2.49*
* p<0.05，自由度 100　　** p<0.01，自由度 100
図 1 破裂音/k/の音声波形/スペクトログラム
表 2 無音区間が頻繁に現れる位置 (％)
傾向なし 傾向あり
無音 位置 平均 SD 平均 SD t値
kの前 11.30 2.39 13.63 2.16 t=3.05**
sの前 23.29 4.42 18.76 1.79 t=3.28*
hの前 5.41 1.30 7.3 1.79 t=3.70**
qの後 11.34 2.84 9.15 2.04 t=2.47*
Nの後 2.60 4.71 4.09 1.34 t=3.14*
sの後 15.53 4.71 10.58 2.16 t=3.41**
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